






















































































































































るc また， ドイツ}防法典については，法条のみを掲げることとする入 このうち， 自由
剥奪を伴う処分は，精神科病院~X符，禁絶海設収容及び{保安監霞であるは





精神科病読収容(じnterbringungin cinem psychiatrischen Krankenhalls) (63条)
は，責{壬能力の阻却・罷定が認められた行為者守対象とするものである。収
容期間の上限はない。















































刑が執行される (6i条)0 刑期終了時{こ，今度は地方裁判所の刑執行部 (Straι
vollstreckungskammer)カ119)，当該時点で実擦に保安監置をご苦い渡すための要
件，端的に言えば社会への危換性がなお幸子在しているかを， レグューするこ














































さらに，保安監謹期間の j二患が識廃された (67条の dl。従来の 10年とい
う期鰭は，裁判所の慎重なレウ、ューを要求する趣旨の規定に攻められたので
ある29)c そして，熊法施行法 1条の a第2項によってこの改正に遡及効が発
生し，改正前の法律によってすでに保安監置命令喜子受けていたもの(いわゆ




























































初i司の保安監置収容下にあった M 氏は， 1998年の法改正によりその保安
監i託収容が事後約に延長された。 ivl氏はこの事後的延長の合憲性を争った








































































(1) ドイツ刑法典 (61条 67条の h)
(lI'Aiii.) ! (lll'{観) (概観)
主~ 61条改護保安処分lふ 第 61条改2刻家安処分は， 第 61条改護保安処分は，
以下の巡りとする。 以下の通りとする。 以下の巡りとする。
Ffj争jq.ヰ総統収答 紛争1科病i涜収容 務争1科務院収容
二 書き絶施設収容 二祭給施設収容 二 3禁絶施設lX察
保安獄鼠収容 三 保安滋i別主主幸 保安室主波収容
凶 行状霊長督 在日 行状l}i.1牙 R:号fJíj~1fJi'[寺
五運転免許取消 ]i)翠;1忌免許紋消 五運転免許:取消
六機業禁止 六 i絞業主きl: 六 JI設業禁止
(比例際紛 I (比例制日) I (比例制日)





しない場合:こは，命じて| しない場合には，命じて i しない場合{こは，命じて
はならない。 はならない。 はならない。
[第 2fvゴ EI tll!j司j 奪を~í'手う [第 2ij:J 自由おU~家主主{ギうげ第 23手:J 自fIl!f-U考察をァ伴う




















































































































































































































1998年改正前 2010年改正前 I 2010年改正終点
け?こ L議議第 1号7えび箆¥ げた(樫堕瓦ぎが かつて有罪判決又は自由














































ることができる G 第 I項
及び第2項の適用を妨げ
ない土
fミ 令-)訟を言 L 、 ì~えす結界 1 合 ~!fljを言い j渡す千'J!Jfll :J 合-Jfljを言い渡す有界
判決比飢雪印 1.~，}，こ;仰はJ tlJ 1時三互に I J'1j及品約
おいては 1 憾の蕊奨執j1~ I おし、ては 1f!，還の有!!l'f可決
とみなすっ米決勾給その i とみなすc 未決勾長7その


















































































































の穏に執行する。 I の前に執行する c












































きには警主主判frは， 2rS 5i 
去を第 1項努'i1文言:}2号及














条第 1 羽詰~ 1文第 2号Zえ



























































(伎の処分執行への移行) I (他の処分執行への移行) I (他の処分執行への移行)
第6i条の a 工 精神科病!tお6i条の a 1:' fi~ 争11科病;第 6ï 条の a (工精神科病
続i以後又は禁絶施設収容; 院i収容又は楽総胞設収~I I涜収容又は禁絶施設収答
が命じられた場合で，被; が命じられた場合で，被( が命じられた場合で，被
収容者の社会復帰をとよち j 収察者の社会復帰をより; 収容者の社会復帰をよち
よく促進できるときは， よく促進できるときは， I よく促遂できるときは，
裁判所は，同処分の一方; 主主判所は， I河処分の一方; 裁判所は， f可処分の一方
から他方の執行へと，当 i から他方の執行へと，当! から他方の執行へと，当
該被収容者会事後的に移 j 該f度以後者を苦手後的に移 j 該被収容者を事後約{こ移
行させることができる， 行させることができる。 f 行させることができる e I 
(Z" l諸苓iの要件の下で，主!と i答前写lの要{'!二の下で，裁|ぐま 前項の要件の下で， 1，次;
'FUJiT !ふ保安監iEfが命じ| 判所{ふ保安監約が61Iじj 判所は，保安i援が命じ:












































を 収容の議室続期i湾立主び{こ I@ 収容の惑を続期開放び{こ;さを i反務の継続期限立主び{こ
議資綴関lふ判決におい; 審査期間{ふ判決におい; 審査期間は，判決におい
て命じられた収容につい j て命じられた淑容につい j て命じられた収容につい
て妥当する諸規定{こ従うっ i て妥当する諸規定{こ従 j て妥当する言語規定{こ従
(命令と符終の執行績予〉

































は，執行は綴予されない乞 j は，執行は綴予されないっ| は，執行は裕子されないc
愛執行総予とともに，行 j写執行猶予とともに，行:②執行議予ととも{こ，行
状監督が{持j始する I t)~監努が開始する会 I 17と監督が1m姶ずるむ
(段取刑執行後の仮設開始) (自由刑執行後の収容院j始) I (自由刑執行後の収容開始)
第67条のじ乞鼠 EIjfJjと j第67条の c 長自由耳目と:第67条のc 多 段由7犯と



















































の El 的からみて 11~存がな
お必要な滋子?には，裁判;




















































収宗主{ま. 2 iloを:'1 :立えては

















に:f1~)~ ~Yif. 1ffがi井l !ltìする
EI J刊に併科して命じちれ










































収務総 11号の k援が主完了~文谷j刻防?のと pl~ 7;;泌了;玄 J!)(草軍慰llUのと限が満了
したときは，被収容者は; したときは，被収容者は i したときはー被収容者ーは
釈放される。処分{ふこ i 釈放される c 処分;ふこ j 釈欽される。処分は，こ













































(審査) i (審査) I (護主主)
第 6i条の e GJ '}，実判所 I~詰 6ï 条の e a: 裁判所|第 6i条の e a: 裁判所
は，いつでも，さらなる I (ま，いつでも，さらなる i は，いつでも，さらなる

















































できる。 I できる。 I できる。
:長期間;ふ l佼寝泊始か|④綴!苅{ふ収容開始カペ @l弱1mは，収容i浴始か
ら起する。裁判所が j ら定己主主ずる。裁判所が i ら起録する。絞判所が
執行総予をと認めない場合; 執行総予-5::1認めない場合 i執行翁予-5::認めない場合
{こは，期間;ふ決定もっ(こは，鈴JIおは，決浴もっ I (こは， liJnj(;J:，決定もつ
て，新たにtl詩始するつ i て，新たにi恕始するつ ; て，新たに開始するむ
(複数の処分の命令) I (複数の処分の命令) I (複数の処分の命令)
第 67条の f '1i主判所が議;第 67条の f 裁判所が禁i第 67条の f 絞半日flTrが会:
総施設収容を命じたとき j 絶施設収容を命じたとき; 終施設収容を命じたとき
は，紛の処分の命令は終 i は，前の処分の命令は終! {ふlIuの処分の命令は終
了する。 I了する。 ITする ο
(執行綴予の取ìi~ し) (執行綴予の波法し) : (執行総予の取消し)
m6i条の g I~I' 処分の言 I~6ï 条の g ミ 処分の設;第 67条の g C1~ 処分の~
渡しを?受けた者カ¥以下; 渡しを受けた者ーが，J.?，1、…f 渡しそ受けた者が，以下
の各号のいずれかに該当 j の各号のいずれかに該当 iの各号のいずれかに該当
し， かつ， その守王手ミか j し， かっ， その事実か| し， かっ， その 1j]:5さか
ら，処分の尽的からみて| ら，処分の段約からみて; ら，処分のiヨ的からみて
その収筏が必撃さであるこ; その収容が必喜きであるこ j その収容が必姿であるこ






































































































寝 耳1. ì潟しの前後の~ni'の j ま lfxi出しの前後の収容の i三f ~1. ìfなしの lìíJ後の収容の



























































































































































15 11' 以下の !él1ljJflj を ~rf い
渡すことができる。











まま(刑法第 6i条の e) の!
期聞は，前2J.l'Iの場合{こ j
























0) J-話会においては， 1 
1mとする，63)
(芳年目見人{こ;'<1する…絞1隊






























































































































1) この点、について‘特:こ， HlJ野狗「治神医療における自由と強f!jIJ 火祭賞=rl"LJ宏
太郎綴・紛争ドi支t;tと法(弘文:1it，19S0ド) 281'f以下c アメリカ法の議論~紹介する
ものとして，お;14:1き:子・紛争Iq;~ιi子詩編 trl と可法 (I'lij学校， 199i年)iN以下(初出
1985irlc 
2) 大i::tl'!・事1[1仮紛争I1保悠?話相1:;'去絞殺(弘文堂、 2010"!:) 41 廷における表現金引!な




と現代社会 保g迭と !~IHlのゐいだ (?j'n絞， 1~' 斐 i弘 2008 ijo) 193 lT以!、
WJ/B 1998 "1'-) .目立‘{決議と iニjfl，パレンス・パトリエとオートノミーという対立総






なし比絞法的に凡てもさまさまである r 九J， ¥'. (;el'llllll)九五CHRjudgmcnt 011 1i 
D己ccmber2009， Applicatiol1 110. 1ヲ359/04，s* 69 cl seq. 当該tllWI~にどのようなレッ
テノレ舎はるかでなく，あくまでI=I!凡退去せの緩旨とその限界こそがIlj;むとされなけれ
ばならない会このJ去は，後{こ検討する以外!人傑1&判所判例(M.γ.CemwlI)九citcd




野首長~í数!法給対i路答者の処巡J 1可野努j 口中谷潟ニコ LIJヰ王様之綴・紋;去裕和II~家主答者
の処遇(消主1佼， f~lll役， 2006年)4N (初出 2002今三)， 1む!野ず丹「保安処分問題の
限額と!長望J1可E守口中谷口山本綴 '1司被214資。
6) StreelKIlzig， in: SchollkelSchrodcr (Hrsg)， Strafgesetzbuch KOl11l11entar， 28. Aufl. 
(2010)， Vorbel11.主S67， 1ミn2. 





やT----J法と約神医療 23号 (2008iド)93-971'L 
10) L1.1本錦之:(;やjIltl~災者会事医療観察法における強制処巡の正当化根拠と 5医療の必
姿iれについてj 中谷隠二ほか綴・治神科医療と法(弘文堂， 2008王手)132-136 
夜。
11) たとえば，波間拓人 f心持1喪失者等f2i綴観察j去における医療の必姿伎と符犯の可
能性j鈴木茂U5!:J先生，1i"fli(J:) (成文堂， 2007 iド)638-6391をは，医療?説家子去を保
安処分として男lWf，しつつも，医療必要性はなお処遇の前従であるべきだとする
12) 保安処分論争の ~I待， A 喜美反対者全会めて， JfU議法学審の|品jでは， 1栄吉正処分の剣











月 25El i去による改正一 南LU法令 33巻 3 4号f(2010年)217変。
16) 20日年のj会邦慾法裁判所i喜怒判決以後にこの反問をと紹介しているものとして，渡
JZIíÆí久子汀ごイツにおける保安W~il~tをめぐる lfi/J r勾…-tT滋判決から i必夜間決への転








18) もっとも， 2010年改lEまで3存在iによる対象行為の限定はな1)、ったc この改正では
さらに，経済的損害~与える危険性が要件から外されるに至っている。改正後の 66
条をと参照一





20) H伊erlKnsper，，¥¥'arum das Abstandsgebot die ProbJeme der Sicherungsverwah-
rung nicht Josen kann“， ZSt¥ヘi124 (2012)，87， 10lf 特に禁絶施設以~処分について
は.治療の見込みが姿件とされている (64条 2演)っ
21) じJJenbτuch，in: illK (2005)， S 66 Rn.6 (立，刑法における殺のタイトノレが f改善保
安処分j となっていることは，保安13主i授に関しては誤解を与えるものだとする
22) 山中・前掲ii16) 221'[0 
23) BollillgerlPollallllc， :¥K， 2.八ufl.(2005)， S 66， Rn.7は，先行研究をまとめて，次
のような統計~紹介している。それによれば.ナチス期合通じて 15，000 入力、保1:i.Yîii
Wt命令合受けたc 戦後しばらくは年tliJ200 fH'M交の命令が行われていたが，総別己主
IL:~経fこ lì~jJUj(こは， 1970 jドのl!O1'1ーから 1983'1'の 27{'1牟へと大きく減少し， 1990年
代半ばまでこのような状態が続いたっ 19守1{Fから 1996jドまでの数字{ふそれぞ
れ， 38 {'I二， 34 f'I:， 27件， 40 f'I:， 45件， 461'1:となっている c なお，HcillZ， "Wie 
wciland Phonix aus der r¥sζhe -die Renaissance der freiheitsentzihenden I¥Iasr十
gcln 正!crBcsserung und Sicherung in reαchtおstね正atおS弘反‘zお一
chiω正atれn悶e29 (20引1υ)，6ω3，6ω4 で{は立，手ま ~'f可決の言い渡しを受けた者 1 ，000 人当たちの保
安盤沈命令件数の fíf~移がグラフの形で示されているが， ここでも陀擦の傾向をみて
とることができょうっさらに長近の数ヂ令示したものとして，Strcllg， "Zur Legitト
mation dcr Sicherungs、erw昌hrungヘStV2013， 236. 
24) 1β3日ωr瓜おC仇1，"ぷ(S泳chonwi淀ede灯r):¥亡u亡svon 正dεerS臼icheωrungsver、仇川、仇/ah口rllngピ‘“ぺ'， 1ド"0ωrumStra叶‘f吋命一
苛oJJzug2011， 267. 
25) Vgl. Bnrlsch， a.a. 0.，11.¥'.:¥. 
26) この結果，保安監誼{こ関する規定は非常{こ複雑で，把怒しにくいものとなった
(ド、イツ人の視点からも，保安監法制度の全体像は「きわめて見通しが怒いj もので
あったようであるつ StreelKillzig，in: 5chollkc/Schroder (AI1I1町6)，S 66， RI1.l.)c 本
li2 
保安監殴の限界(1)
続では，後{こも検討する B¥'erfGE 128， 326， 336 ffが総潔{こ務理した3Z法5とを，特;こ
参照している。また，渡辺・前掲注 16)53 l'芝以下も参烈c
27) たとえば，DrcnkhllhnlMorgenstem， "Dabei sol es uns立ufden ?¥amen nicht an-





28) 性犯界各その{患の危険な犯罪行為者対策{こ関する法律 (Gesetzzur Bekampfung 
¥'on Scxualdelikten und anderen schweren Straftaten ¥'om 26， Januar 1998 CBGBL 1， 
160)) (こよる 3
29) StreelKinヱig，in: SchonkelSchroacr (Anl1， 6)， * 67 d Rn， 7， 
30) 留保{せき保宣言EZi丘の導入{こ関する法律 (Gesetzzur Einfuhrung der ¥'orbchaltenen 
Sicherlln立s¥'erwahrun立¥'0口12L AlIgSlIst 2002 (BGBL l， 3344)) (こよる。ν 、 v
31) 13VerfGE 109， 190 この判決についての紹介として，古川真怒「ドイツの事後約
保安拘禁についてj法政研究(滋i潟大学)(2007 1手)363:f{以下， g~禁治-卒後的
保安監fiTI!こ隠する索r.l法動向についてj綴代刑事法7巻1号 (2005'n 98-99 l'L 
後で検討する ?¥1事件{こ関する迷子Ji:伝法裁判所の会判決 CBVerfGE109， 133)のわ
ずか5EI後の判決である c
32) 事後約i保安Etizfの導入{こ関する法律 (GesetzZllr E泌氏ihrllngder nachtraglichen 
Sicherungsverwahrung ¥'0111 23‘JlIli 2004 (BGBL !， 1838))による。この立法ぞ紹介
するものとして， 2主主事.li1潟i主31)99-100 1'L 
33) BGHSt 50， 284. 
34) 行状絞努の改築及び苦手後l'gj保安芸完成の諸規定の改蕊{こ隠する法律 (GesetzZUl 
Reform der Fuhrungsaufsicht lInd zur Anderung der Vorschriften uber die naclト
tragliche Sicherungsverwahrung vom 13. April 2007 (BGBI l， 513))による。反体的
{こは， 1998 "roの法改正i待:こ滋及適用の可能性が認められなかった 66条3現にかか
る苦手袋などが怨定されていたようである。
35) 性的 1'1己決定{こ対する !J~(ニ筏jする諸規定の改正及びその他の諸授定;こ関する法律
(Gesetz zur Anderung der ¥;勺rschriftenuber die Straf‘taten gegen die sexuelle 
Seltヲstbestimmllngund zur Andcrung andcrer Vorschriften ¥'0111 27. Dezember・2003
(おGBIl， 3007))による c
36) 13GBII， S.1838 (Anm.32)ー
37) 少年刑法による夜祭判決事例への築後約保安監i伎の導入に関する法律 (Gesetz
zur Einfuhrung der nachtraglichen Sicherungsverwahrung bεi Verurteilungεn nach 





39) Heillz， R & P 29 (2011) (Anm.23)， 63. 
40) BVerfGE 10ヲ， 133 この判決の紹介として， j!jl久保倫夫「判長u楽水お夫・戸波
i工二・終的{幾太郎編・ト、千ツの慾法判例1II(fglll主!:， 2008年)13 Jf，吉JI・7苅掲
注 310
41)λL 1'. Gerllal)'， sllpra Ilote 4. 
42) {泉宣言殿i晶去の再構成及び関迷言者規定{こ関する法律 (Gesetzzur Neuordnung des 
Rechts der Sicherungsverwahrung und zu bcglcitenden Iミcgelungenvom 22. De-
zember 2010 (BGBll， 2300)による。
43) 終和jl筒容を千ぎする暴力犯苦手者の治療および収谷{こ関する法律 (Gesetzzur Thera 
pierung llndじnterbringungpsychisch gestorter Gewalttater)o BGBlI， 2300 [2010] 
(八nm.42)によって導入され， 2011年 1月11::から施行されている。その翻訳とし
て，渡辺・前掲a16) 68玄以下。
44) Kal¥'cit 1'. Gerllal)'， ECHR Judgment on 13 J乱nuaη2011，Application nO.1iiヲ2/07;
λJ日ltes1'. Germ17Il)'， ECHR Judgment on 13 January 2011‘Appli仁川ionno. 20008/07; 
Sclll1llmCr 1'. Ge1'l111711)'， ECHR Judgment on 13 January 2011，八ppli仁川ionnO.27360104 
and 42225/07 
45) BVerfGE 128，326. 
46) 保安E立政;去における*~別化の立さおの波j[íi去による:){羽{二関する法律 (Gesctz ZlIl 
bundesrピchtlichenじI11sctχlIngdcs Abslandsgebotcs ill Rccht der Sichcrungsvcr-
wahrllng ¥'om 5向。czember2012 (B(;Bl. 1， 2425))によるここの己文lEの紹介として，
Pcglall， ，])a5 Geselz ZUI・bundesrechtlichenじmsetzungdes八i刊tandsgebotsim 
1ミechtder Sicherungs¥むf¥¥'ahrungヘJR2013， 249 f. 
47) この点について， Pcglau， JR 2013 (Anlll.46)， 249は，逮邦議法裁判所の要求した
範区!を?j也えたものと分析している。
48) 刑法典の訳出にあたっては，法務省大臣官房司法法制部総・ドイツ刑法典 (2007
年，法1習会)，法務大e1.im可j去法制認査音[i綴・ドイツ刑法典 (i去千二子会， 1982:f"fo) 
及び渡辺・前掲注 16)65-67 .反営参照したむ
49) BVerfGE 128， 326， 32守f.
50) 2007 ijoの法改lE(BGBI. 1， 513 [200i] (Anl11. 34))による条文。
51) BGBI. 1， 2300 [2010] (Anm.42)による改正後の条文.0








54) 2012年改正(前掲注 46) により， 67条の a?fH 耳えについては，対照表中{こ付し
た最初の点綾部分が約除されるとともに，議査のI1号隠カ;2年から rlijoJへと改め
られ7こむ
55) 2012年改正(前掲j主46)!こよら， 67条の c主01羽{立，J;J、下のように改められたr
56) 途jぶとされていたのは， 1998;ドの法改正(iI倍以:l:28)後，己主!と前にな§れた初l対
の保安磁波tf!r47の*~認について 10 1f 'Í.:'超えて収容が継続された事例に限られる。ミ
のコラムについてf"Jじっ
57) 2012年改正(前お注 46)によ i)，67条の dお2項{ふ以下のように改められたっ
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59) 2012年改正(前掲注品) (こよI)， 6ï 条の ε 言~2 項 εi久保安襲五訟のをき資の期間
{ま，江主手jから， r 1ir:，収容の執行が 10年:こ透した後{ふヲバ(こ改められたっ
60) 2008 iドの法改正(BGBI.1， 1212 [2008] (八nI1.37))による条文。
61) BGBI. 1， 2300 [2010] (Anm.42)による改恋後の条文。

















b) iflj法典 251条:ニ定める iJ1Vil(同法第 252条又は第 255~誌において準用され
る場合主主含む，)
し，又はその危険にさらすものであること










るc 別法第66条の a第3項第 l文の例によるな
li9 
